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昭和情報機器株式会社との業務及び資本の提携に関するお知らせ 
 

 

当社は、平成19年７月３日開催の取締役会において、昭和情報機器株式会社（JASDAQコード

番号：6922、以下「昭和情報機器」）と業務及び資本提携を行うことを決議しましたので、下

記のとおりお知らせいたします。 

 

                      記 

 

１．業務提携及び資本提携の理由 

当社は、アミューズメント業界向けシステムの開発・製造・販売・アフターサービスを主

たる事業としており、お客様のニーズに即した製品の開発で、事業拡大の推進を図りつつ、

同業界で培ってきた長年の技術や実績を基に、新規分野への取組みを模索してまいりました。 

一方、昭和情報機器は、創業来、漢字情報処理システムを事業の核とし、高い市場シェア

を確保してまいりました。販売競争が激化する市場において、将来にわたり、事業を拡大し

ていくために、販売力強化及び原価低減を図り、より一層の企業改革や財務体力の改善を行

ってまいりました。 

このような中で、両社は、開発・製造・販売・システム、更にはメンテナンスなど広範な

分野にわたる事業・資本提携を行い、事業拡張や企業力の強化を目指すことが、両社にとっ

て最善の方法であると判断し、本日、業務及び資本提携の締結を決定いたしました。 

 

２．業務提携及び資本提携の内容 

  漢字情報処理システムの昭和情報機器は、生産設備を持たないファブレス企業であり、開

発製品を大手メーカーに委託しておりましたが、今後は、当社が保有する生産設備の利用も

含めコスト削減を実現してまいります。 

販売におきましては、両社が得意とする販売チャネルを相互に利用し、拡販体制を整え、

販売力の強化に努めてまいります。 

また、両社共通の販売対象製品を見直し、生販体制の合理化、効率化を図ってまいります。 

なお、業務提携の具体的な内容及び推進方法については今後両社において協議いたします。 

 

 



３．昭和情報機器の概要（平成19年３月29日現在）  

① 商     号    昭和情報機器株式会社（JASDAQコード番号：6922） 

    ② 代  表  者    寺田光弘 

    ③ 所  在  地    東京都港区南青山一丁目15番９号 

    ④ 設 立 年 月 日    昭和48年１月 

    ⑤ 主 な 事業内容    高速漢字情報処理システム等の開発及び販売  

    ⑥ 決  算  期    12月 

    ⑦ 従 業 員 数    387名（平成18年12月31日現在） 

⑧  資  本  金    2,060,673千円（平成18年12月31日現在） 

    ⑨ 発行済株式総数    10,306,823株（平成18年12月31日現在） 

⑩ 大株主構成及び所有割合（平成18年12月31日現在）  

             寺田 光弘           1,222千株  11.86％ 

                 昭和情報機器従業員持株会  509千株  4.95％ 

                 ビジネス寺田株式会社    350千株  3.40％ 

                 昭和情報機器取引先持株会  301千株  2.92％  

                 三菱電機株式会社      264千株  2.56％ 

近藤  勇         262千株  2.54％  

                 小林 公子         232千株  2.25％ 

                 住商情報システム株式会社  210千株  2.04％ 

                 寺田企画株式会社      200千株  1.94％ 

                 オーシーバンダーグリンテン 

エヌブイ          200千株  1.94％  

⑪ 当社との関係    資本・人的・取引関係はありません。 

⑫ 最近の事業年度における業績動向 

          平成17年12月期 平成18年12月期 

売  上  高 12,522百万円 12,798百万円 

経 常 利 益 751百万円 89百万円 

 

４．資本提携の内容 

  昭和情報機器は、業務提携に際し、両社の関係を強化するため、当社に対し、第三者割当

増資を実施し、普通株式360万株を割り当てることで、当社と合意しました。なお、当該第三

者割当増資実施後に当社が保有する昭和情報機器株式は、昭和情報機器の総議決権の数に対

する26.57％となります。 

 

(1) 昭和情報機器の第三者割当による新株式の発行要領 

     ① 発 行 新 株 式 数     普通株式 3,600,000株  

     ② 発  行  価  額     1株につき 金380円 

③ 発 行 価 額の総額     1,368,000,000円 

④ 資 本 組 入 額     1株につき 金190円 

    ⑤ 資本組入額の総 額     684,000,000円  

    ⑥ 申  込  期   間     平成19年７月11日から平成19年７月18日 



    ⑦ 払  込  期  日     平成19年７月19日 

⑧ 新 株 券 交 付 日     割当先の株券不所持の申し出により、今回の増資 

に係る株券の発行は行いません。 

    ⑨ 割当先及び割当株式数   株式会社マースエンジニアリング 3,600,000株 

⑩ 前記各号については、証券取引法による届出の効力発生を要件とします。 
 

(2) 当社の昭和情報機器株式取得数、取得前後の所有株式数の状況 

      異動前の所有株式数              0株 （所有割合：      0％） 

      取 得 株 式 数   3,600,000株 （取得費用：1,368,000,000円） 

異動後の所有株式数   3,600,000株 （所有割合：       25.89％） 

 

５．日 程 

    平成19年７月３日   取締役会決議 

    平成19年７月３日   業務及び資本提携に関する基本合意書締結 

    平成19年７月18日   申込期日 

    平成19年７月19日   払込期日 

 

６．業績に与える影響 

昭和情報機器は、当社の持分法適用会社となる見込みですが、今期通期業績に与える影響

は軽微であり、当社の業績予想に変更はありません。 

 

以 上 
 


